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８
月
７
日(

日)
『
第
６
回
社
協
ま

つ
り
』
を
開
催
し
ま

す
。 

 
 
 
 
 

場
所
は
、
総
合
社 

 
 
 
 

会
福
祉
セ
ン
タ
ー
で 

 
 
 
 

(

三
沢
郵
便
局
裏)
、 

 
 
 
 

今
年
も
た
く
さ
ん
の 

 
 
 
 

福
祉
団
体
や
関
係
機 

 
 
 
 

関
の
参
加
・
協
力
を 

 
 
 
 

得
て
開
催
し
ま
す
。 

 
 
 
 
 

勿
論
『
２
０
０
人 

 
 
 
 

バ
ル
ー
ン
と
ば
し
』 

 
 
 
 

も
行
い
ま
す
の
で
、 

 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

  
 

 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 

         

風
船
を
膨
ら
ま
せ
る
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
も
募
集
し
て
お
り
ま
す
。 

ま
た
、
様
々
な
内
容
が
用
意

さ
れ
、
楽
し
さ
ま
ち
が
い
な

し
！
の
イ
ベ
ン
ト
で
す
。 

中
で
も
、『
ふ
れ
あ
い
ス
テ
ー

ジ
』
の
ス
ペ
シ
ャ
ル
ゲ
ス
ト
に 

プ
ロ
け
ん
玉
師
と
し
て
、
全
国 

で
活
躍
さ
れ
て
い
る
「
伊
藤 

 
佑
介
氏
」
を
迎
え
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。 

             

【
経 

 

歴
】 

・
７
歳
で
け
ん
玉
を
始
め
る
。 

・「
け
ん
玉
全
日
本
大
会
」
で
、

通
算
10
度
の
優
勝
。 

 

ギ
ネ
ス
記
録
も
樹
立
す
る
。 

・
大
学
卒
業
後
、
世
界
初
の
「
プ

ロ
け
ん
玉
師
」
と
し
て
活
動

を
始
め
、
2005
年
に
は
、
パ
フ

ォ
ー
マ
ン
ス
の
全
国
的
な
大

会
で
あ
る
「
芸
能
グ
ラ
ン
プ

リ
」
で
優
勝
に
輝
い
た
。 

・
現
在
は
、
テ
レ
ビ
・
イ
ベ
ン

ト
出
演
・
海
外
公
演
な
ど
、

活
動
の
場
を
広
げ
て
い
る
。 

【
受 

賞 

歴
】 

・
2002
年 

ギ
ネ
ス
記
録
認
定
か 

・
2005
年 

芸
能
グ
ラ
ン
プ
リ
関

東
大
会
優
勝 

・
2005
年 

芸
能
グ
ラ
ン
プ
リ
全

国
大
会
優
勝 

・
2006
年 

第
４
回
日
テ
レ
ア
ー 

ト
大
道
芸
特
別
賞
受
賞 

・
2007
年 

豊
島
園
ア
ー
テ
ィ
ス

ト
祭
優
勝 

【
け
ん
玉
シ
ョ
ー
】 

▼
け
ん
玉
の
限
界
を
超
え
た

「
け
ん
玉
シ
ョ
ー
」
!! 

・
け
ん
玉
ア
ク
ロ
バ
ッ
ト
、
け

ん
玉
ジ
ャ
グ
リ
ン
グ
、
け
ん

玉
マ
ジ
ッ
ク
な
ど
、
心
温
ま

り
、
心
深
く
刻
ま
れ
る
時
間

を
提
供
い
た
し
ま
す
。 

▼
様
々
な
け
ん
玉
を
駆
使
し
て

行
う
シ
ョ
ー
は
、
け
ん
玉
の

概
念
を
覆
す
こ
と
間
違
い
無

し
。
け
ん
玉
日
本
一
に
10
度

輝
い
た
技
術
は
勿
論
、
独
創

的
な
け
ん
玉
も
必
見
。 

（
以
上
、
本
人
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
よ
り
抜
粋
） 

 

【
山
本
フ
ミ
ヒ
ト
ラ
イ
ブ
】 

▼「
飾
ら
な
い
自
分
伝
え
た
い
」

を
テ
ー
マ
に
活
動
を
続
け
、

Ｈ
22
年
10
月
に
デ
ビ
ュ
ー
。

現
在
は
２
枚
目
の
シ
ン
グ
ル

を
リ
リ
ー
ス
中
の
、
三
沢
市 

        

出
身
の
シ
ン
ガ
ー
ソ
ン
グ
ラ

イ
タ
ー「
山
本
フ
ミ
ヒ
ト
氏
」

の
ラ
イ
ブ
で
す
。 

透
き
通
っ
た
高
音
の
歌
声
が

特
徴
で
、
バ
ラ
ー
ド
か
ら
ミ

デ
ィ
ア
ム
テ
ン
ポ
の
曲
調
に 

主なイベント 時    間 場  所 

オープニングセレモニー 10：00 中庭ﾒｲﾝｽﾃｰｼﾞ 

200人風船とばし 10：05頃 ﾒｲﾝｽﾃｰｼﾞ前 

全 体 展 示 10：00～14：00終日 館内全域 

ふれあいステージ 10：15～13：50 中庭ﾒｲﾝｽﾃｰｼﾞ 

山本フミヒトライブ 12：00～12：20 中庭ﾒｲﾝｽﾃｰｼﾞ 

けん玉ショー 13：00～13：30 中庭ﾒｲﾝｽﾃｰｼﾞ 

まないた販売 10：30と 12：30 東側入口 

三保研ミニステージ 13：30頃 2階ﾎｰﾙ 1･2 

動脈硬化症検査 10：15～13：50 2階ホール３ 

ものづくり体験 10：10～14：00終日 おおぞら児童ｾﾝﾀ  ー

模擬店・バザー 10：10～14：00終日 中庭他･2階 
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       この社協だよりは，共同募金の配分金を財源に作られております。 

乗
せ
て
ソ
フ
ト
に
歌
い
上
げ

る
。
東
京
都
内
を
拠
点
に
ラ

イ
ブ
活
動
を
精
力
的
に
こ
な

し
、
ラ
イ
ブ
中
の
語
り
で
は

「
青
森
な
ま
り
」
も
飛
び
出

し
、
フ
ァ
ン
の
支
持
を
広
げ

て
い
る
期
待
の
新
星
。 

 

▼
社
協
ま
つ
り 

会
場
案
内 

 

(1)
福
祉
セ
ン
タ
ー
１
階
ロ
ビ
ー 

① 

来
場
者
受
付 

 

福
祉
セ
ン
タ
ー
東
側
入
口

付
近
に
「
本 

部
受
付
」、
児 

童
セ
ン
タ
ー
前 

の
入
口
に
サ
ブ 

受
付
を
配
置
し 

ま
す
。 

② 

展
示
コ
ー
ナ
ー 

 

市
内
小
・
中
学
校
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
や
、
子
育

て
支
援
セ
ン
タ
ー
、
手
話

関
係
団
体 

（
ろ
う
協
、 

青
通
研
、 

あ
り
ん
こ
） 

よ
つ
ば
の 

ク
ロ
ー
バ 

ー
布
絵
本 

の
会
等
の
、
活
動
紹
介
を

行
い
ま
す
。 

③ 

展 

示 

即 

売 

 

三
沢
市
老
連
、
ワ
ー
ク
ラ 

ン
ド
つ
ば
さ
、 

ワ
ー
ク
ハ
ウ 

ス
さ
つ
き
の 

日
常
活
動
の 

作
品
展
示
即 

売
等
。 

 
(2)
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階 

① 
２
階
ロ
ビ
ー 

 

母
子
寡
婦
福
祉
会
に
よ
る

お
汁
粉
等
の
喫
茶
コ
ー
ナ
ー 

② 

多
目
的
ホ
ー
ル
１
・
２ 

 

三
沢
保
育
事
業
研
究
会
に

よ
る
遊
び
と
体
験
コ
ー
ナ

ー
。
そ
し
て
、
昨
年
好
評

を
博
し
た
「
ミ
ニ
・
ス
テ

ー
ジ
」
が
行
わ
れ
ま
す
。 

      

③ 

多
目
的
ホ
ー
ル
３ 

 

東
日
本
大
震
災
関
連
の
展

示
や
、
ミ
ス
・
ビ
ー
ド
ル
・

フ
ラ
イ
ト
実
行
委
員
会
に

よ
る
Ｐ
Ｒ
展
示
コ
ー
ナ
ー 

④ 

多
目
的
ホ
ー
ル
４ 

 

看
護
協
会
上
十
三
支
部
に

よ
る
健
康
相
談
。
メ
イ
ン

は
「
動
脈
硬
化
症
測
定
」

昨
年
ま
で
の
血
液
サ
ラ
サ

ラ
、
骨
密
度
測
定
に
変
わ

る
「
健
康
測
定
第
３
弾
」 

⑤ 

研
修
室
３
・
４ 

 

笑
顔
の
会
、
フ
ラ
ワ
ー
サ

ミ
ッ
ト
等
に
よ
る
リ
サ
イ

ク
ル
バ
ザ 

ー
。
児
童 

セ
ン
タ
ー 

等
を
通
し 

て
寄
せ
ら 

れ
た
物
品 

の
販
売
益 

は
、
東
日
本
大
震
災
へ
の

義
援
金
と
さ
せ
て
頂
き
ま

す
。 

 
(3) 
館 

 
 

外 

① 
東
側
出
入
り
口
付
近 

 

三
沢
建
築
組
合
担
当
の
住

宅
デ
ー
の
一
環
と
し
て
、

「
包
丁
砥
ぎ
」 

と
「
ま
な
板 

販
売
」
を
行 

い
ま
す
。 

 

ま
な
板
販
売 

の
時
間
は
、 

10
：
30
と
12
：
30
を
予

定
し
て
ま
す
。 

② 

中
庭
メ
イ
ン
ス
テ
ー
ジ 

・「
ふ
れ
あ
い
ス
テ
ー
ジ
」
と

題
し
、
多
く
の
関
係
者
の

出
演
で
盛
り
上
げ
ま
す
。

特
別
ゲ
ス
ト
は
「
山
本
フ

ミ
ヒ
ト
ラ
イ
ブ
」
と
「
け

ん
玉
シ
ョ
ー
」
で
す
。 

③ 

中
庭
と
西
側
駐
車
場 

・
風
船
と
ば
し 

 

２
０
０
人
風
船
と
ば
し
を
行

い
ま
す
。 

み
ん
な
で
快
晴
を
祈
ろ
う
。 

・
福
祉
団
体
他
や
、
児
童
館

母
親
ク
ラ
ブ
等
に
よ
る

『
模
擬
店
コ
ー
ナ
ー
』 

 

や
き
そ
ば
・
バ
ラ
焼
き
・

カ
レ
ー
・
棒
パ
ン
・
か
き

氷
・
冷
や
し
ソ
ー
メ
ン
・

ち
ゃ
ん
こ
汁
・
山
菜
ち
ら

し
・
イ
カ
焼
き
・
手
打
ち

そ
ば
等
な
ど
。 

 

と
に
か
く 

メ
ニ
ュ
ー 

が
豊
富
で
、 

し
か
も
一 

品
一
品
の 

量
を
少
な 

く
、
様
々 

な
も
の
を
試
食
で
き
る
よ

う
に
準
備
中
で
す
。 

・
災
害
炊
き
出
し
実
演 

 

三
沢
市
赤
十
字
奉
仕
団
が

担
当
し
、
せ
ん
べ
い
汁
等

を
試
食
販
売
し
ま
す
。 

・
昔
遊
び
体
験
コ
ー
ナ
ー 

 

中
央
地
区
民
児
協
が
担
当
し

竹
馬
・
お
は
じ
き
・
ケ
ン
玉

等
で
遊
び
ま
す
。 

 

(4)
お
お
ぞ
ら
児
童
セ
ン
タ
ー 

 

本
会
が
受
託
す
る
児
童
館
の

職
員
が
担
当
し
、
お
お
ぞ
ら

児
童
セ
ン
タ
ー
を
会
場
と
し

て
『
も
の
づ
く
り
体
験
』
コ

ー
ナ
ー
開
設
し
ま
す
。 

今
年
は
何
を
作
る
の
か
な
？ 

       

 

(5) 

駐 

車 

場 

 

駐
車
場
に
つ
い
て
は
、
次
の 

と
お
り
確
保
し
て
お
り
ま
す
の 

で
、
ど
う
ぞ
ご
利
用
下
さ
い
。 

 

但
し
係
員
の
い
な
い
所
も
あ

り
ま
す
の
で
、ご
了
承
下
さ
い
。 

(1)
総
合
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー 

 
 
 
 
 
 

東
側
入
り
口 

(2)
同
セ
ン
タ
ー
南
側 

(

児
童
セ
ン
タ
ー
側) 

(3)
同
セ
ン
タ
ー
北
側 

(

建
物
寄
り)

駐
車
ス
ペ
ー
ス 

(4)
旧
幸
町
ユ
ニ
バ
ー
ス 

 
 
 
 
 
 
 
 

駐
車
場 

(5)
太
洋
舎
商
事
社
員
駐
車
場 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

１
ヵ
所 

(6)
三
沢
建
設
業
協
会
駐
車
場 

    

８
月
７
日
の
『
第
６
回
社
協

ま
つ
り
』
で
の
『
運
営
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
』を
募
集
い
た
し
ま
す
。 

【
活 

動 

内 

容
】 

① 

会 

場 

づ 

く 

り 
 

会
場
は
、
原
則
前
日
に
準
備

し
ま
す
が
、
当
日
も
、
他
の
ス

タ
ッ
フ
に
先
駆
け
て
準
備
を
進

め
ま
す
。 

② 

来
場
者
の
受
付 

 

10
時
の
ス
タ
ー
ト
前
に
会

場
に
大
勢
の
人
が
集
ま
り
ま
す
。 

そ
の
方
々
へ
の
チ
ラ
シ
の
配
布 

や
参
加
者
集
計
を
行
い
ま
す
。 

③ 

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
準
備 

 

恒
例
と
な
っ
た
オ
ー
プ
ニ
ン 

グ
「
風
船
飛
ば
し
」
の
準
備
を 

行
い
ま
す
。 

今
回
も 

２
０
０ 

個
の
風 

船
飛
ば 

し
を
計 

画
し
て 

ま
す
。 

▼
問
い
合
わ
せ
先 

５
３-

３
４
２
２(

渡
辺
・
法
量) 

(

写
真
は
い
ず
れ
も
昨
年
分) 
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三
沢
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡

協
議
会
‐
通
称
「
ボ
ラ
連
」。 

長
ら
く
活
動
休
止
状
態
に
あ

っ
た
三
沢
市
ボ
ラ
連
が
、
改
め

て
組
織
化
さ
れ
、
再
始
動
し
た

の
は
昨
年
８
月
11
日
で
し
た
。 

 

も
う
す
ぐ
一
年
が
経
ち
ま
す

が
、
や
っ
と
よ
ち
よ
ち
歩
き
を

始
め
た
ば
か
り
の
ボ
ラ
連
に
つ

い
て
、
こ
の
ボ
ラ
連
だ
よ
り
で

時
々
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。 

■
ボ
ラ
連
っ
て
？ 

 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
行
っ

て
い
る
個
人
の
方
や
団
体
の
皆

さ
ん
が
集
ま
っ
て
交
流
や
情
報

交
換
を
行
い
、
よ
り
よ
い
活
動

に
つ
な
げ
て
い
く
こ
と
を
め
ざ

し
て
い
ま
す
。 

 

ま
た
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
し
て

い
る
人
は
も
ち
ろ
ん
、
こ
れ
か

ら
活
動
し
て
み
た
い
人
、
ま
た

は
、
何
か
お
手
伝
い
を
必
要
と

し
て
い
る
人
に
も
、
様
々
な
活

動
を
紹
介
、
情
報
発
信
し
て
い 

     

き
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
が
よ

り
活
発
に
な
る
よ
う
に
取
り
組

ん
で
参
り
ま
す
。 

■
会 

員 

は
？ 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
し
て

い
る
方
や
、
興
味
が
あ
る
方
、

そ
し
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を

応
援
し
た
い
方
な
ど
が
、
入
会

で
き
ま
す
。
活
動
分
野
や
形
態

に
こ
だ
わ
ら
ず
、
広
く
会
員
を

募
っ
て
お
り
ま
す
。 

 

現
在
は
13
団
体
が
加
入
し

て
い
ま
す
。 

■
会 

費 

は
？ 

 

団
体
年
会
費
１
、
０
０
０
円 

 

個
人
年
会
費 

 

５
０
０
円 

■
活 

動 

は
？ 

各
種
研
修
会
や
交
流
会
が
、

お
も
な
活
動
で
す
。
加
入
団
体

等
の
代
表
が
集
ま
っ
て
、
情
報

交
換
や
、
活
動
の
検
証
を
行
っ

て
い
ま
す
。 

 

青
森
県
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡

協
議
会
の
行
事
等
へ
の
参
加
も

あ
り
ま
す
。 

         

カ
ッ
ト
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア 

 

高
齢
者
施
設
を
訪
問
し
、
利

用
者
の
散
髪
を
行
う
。 

 

図
書
館
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア 

 

ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
や
読
み
聞

か
せ
、
図
書
館
運
営
補
助 

 
手
話
サ
ー
ク
ル
あ
り
ん
こ 

聴
覚
障
害
者
と
の
交
流
活
動 

 

三
沢
地
区
更
生
保
護
女
性
会 

少
年
院
の
慰
問
、
犯
罪
予
防

へ
の
啓
発
運
動
、 

 

お
助
け
マ
ン
ク
ラ
ブ 

 

障
が
い
を
持
つ
方
々
と
持
た

な
い
方
々
と
の
交
流
活
動 

 

さ
つ
き
友
の
会 

 

精
神
障
害
者
の
支
援
活
動
。 

 

和
の
会 

 

福
祉
教
育
の
推
進
と
障
害
者

(

児)

の
支
援 

     

楽
晴
会
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
サ
ー

ク
ル
「
か
け
は
し
」 
 

一
人
暮
ら
し
高
齢
者
の
生
活

支
援
、
施
設
行
事
の
手
伝
い 

 

三
沢
市
食
生
活
改
善
推
進
員
会 

 

食
生
活
を
通
じ
た
市
民
の
健

康
づ
く
り
活
動 

 

三
沢
市
赤
十
字
奉
仕
団 

 

高
齢
者
の
会
食
会
や
災
害
時

の
炊
き
出
し
、
献
血
活
動
協
力 

 

三
沢
市
保
健
協
力
会 

 

保
健
衛
生
、
市
民
の
健
康
保

持
・
増
進
に
関
わ
る
活
動 

 

笑
顔
の
会 

 
 

市
立
病
院
の
受
付
・
案
内
、

難
病
患
者
の
支
援
、 

 

大
三
沢
婦
人
会 

 

施
設
の
慰
問
や
行
事
の
補
助
、

募
金
活
動
、
国
際
交
流
活
動 

 

（
以
上
13
団
体
） 

 

  

去
る
６
月
17
日(

金)

に
、
平

成
23
年
度
三
沢
市
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
連
絡
協
議
会
総
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。 

 

総
合
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
を

会
場
に
、
来
賓
に
社
会
福
祉
協

議
会
の
黒
田
会
長
と
三
沢
市
健

康
福
祉
部
の
宮
古
部
長
を
お
迎

え
し
、
会
員
お
よ
そ
60
名
が
出

席
し
て
の
総
会
と
な
り
ま
し
た
。 

角
田
サ
ダ
子
会
長
が
議
長
を

務
め
、
平
成
22
年
度
活
動
報

告
・
決
算
報
告
と
平
成
23
年
度

活
動
計
画
案
・
予
算
案
に
つ
い

て
審
議
・
承
認
さ
れ
ま
し
た
。 

             

総
会
に
引
き
続
き
、
研
修
会

が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。 

 

弘
前
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡

協
議
会 

会
長 

柳
田
光
祥
氏
を

講
師
に
お
招
き
し
、「
わ
が
子
に

学
ぶ
」
と
い
う
タ
イ
ト
ル
で
ご

講
演
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

            

自
分
の
幼
い
頃
の
、
兄
弟
と

の
エ
ピ
ソ
ー
ド
、
そ
し
て
エ
レ

キ
ギ
タ
ー
と
の
出
会
い
、
や
が

て
結
婚
し
て
儲
け
た
二
男
三
女
、

娘
を
見
て
い
て
よ
み
が
え
る
兄

と
の
思
い
出
、
気
づ
か
さ
れ
る

人
と
し
て
大
切
な
こ
と
―
。 

津
軽
弁
な
が
ら
穏
や
か
な

語
り
口
に
真
顔
の
ジ
ョ
ー
ク
、

合
間
合
間
で
ギ
タ
ー
の
弾
き
語

り
。 

 

楽
し
く
も
素
晴
し
い
講
演
に
、

終
了
後
は
参
加
者
が
次
々
に
声

を
か
け
た
り
、
握
手
を
求
め
た

り
と
、
大
好
評
の
研
修
会
と
な

り
ま
し
た
。 

﹇
事
務
局
﹈ 

三
沢
市
社
会
福

祉
協
議
会 

℡
５
３-

３
４
２
２ 

 

 

 

加
入
団
体
紹
介 

 

総
会
・
研
修
会 

 

再
始
動
１
年
!! 



      この社協だよりは，共同募金の配分金を財源に作られております。 

▽

編
集
後
記
△ 

▼
昨
年
の
「
第
５
回
社
協
ま

つ
り
」
は
、
と
に
か
く
猛
暑

で
暑
く
、
外
の
ふ
れ
あ
い
ス

テ
ー
ジ
は
日
陰
を
探
し
て
の

観
覧
で
大
変
で
し
た
。
お
陰

で
、
涼
し
さ
を
求
め
て
建
物

の
中
は
、
廊
下
ま
で
人
で
一

杯
で
し
た
が
、
東
日
本
大
震

災
を
受
け
て
節
電
が
求
め
ら

れ
る
中
、
８
月
７
日
を
予
定

し
て
い
る
「
第
６
回
社
協
ま

つ
り
」
の
天
気
は
ど
う
な
る

で
し
ょ
う
?!
▼
今
年
の
『
介

護
者
の
集
い
』
は
、
ち
ょ
っ

と
遠
出
と
な
り
ま
す
。
そ
の

分
、
車
中
、
部
屋
、
温
泉
、

食
事
後
と
、
し
ゃ
べ
る
時
間

が
一
杯
で
す
。(

事) 

    

次
の
と
お
り
、
児
童
館
パ
ー

ト
職
員
を
募
集
い
た
し
ま
す
。 

条
件
と
や
る
気
次
第
で
、
即
働

く
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

ご
希
望
の
方
は
、
必
要
書
類

を
用
意
し
て
、
本
会
に
お
い
で

下
さ
い
。 

Ⅰ 

募
集
内
容 

・
パ
ー
ト
職
員 

２
名 

① 

賃
金
と
雇
用
条
件 

時
給 

７
２
０
円
で
月
給
制 

月 

８
０
、
６
４
０
円 

社
会
保
険
無
・
労
働
保
険
有 

② 

勤
務
先
と
勤
務
時
間 

▼
お
お
ぞ
ら
児
童
セ
ン
タ
ー

か
、
古
間
木
児
童
セ
ン
タ
ー 

勤
務
時
間
は
、
月
１
１
２
時 

間
で
年
間
契
約
し
ま
す
。 

③ 

資 
 
 

格 
 

保
育
士
資
格
か
、
教
員
免
許

が
必
要
で
す
。 

④ 

開
館
時
間
と
勤
務
時
間 

施
設
は
、
週
６
日
間
、
午
後

７
時
ま
で
の
開
館
で
、
夏
休 

み
等
の
学
校
が
休
み
の
「
全

日
指
導
日
」
が
７
時
30
分
〜

19
時
、
午
後
中
心
の
平
日
の

「
普
通
指
導
日
」
が
、
10
時

〜
19
時
な
の
で(

原
則)

、 

   

職
員
の
勤
務
は
、
早
番
・
遅

番
等
の
交
代
制
で
す
。 

ま
た
、
夏
休
み
等
の
全
日
開

館
の
職
員
配
置
を
考
慮
し
た

勤
務
体
制
の
為
、
年
間
で
の

勤
務
契
約
と
な
り
、
月
の
勤

務
時
間
は
不
規
則
で
す
。 

⑤ 
職 

務 

内 

容 

▼
小
学
校
低
学
年
（
１
年
〜
３

年
が
中
心
）
を
対
象
と
し
た

児
童
の
指
導
で
す
。 

▼
子
ど
も
が
大
好
き
な
方
。
い 

 

ろ
い
ろ
な
遊
び
を
知
っ
て
い

る
方
。
パ
ソ
コ
ン
等
の
事
務

的
能
力
の
あ
る
方
。
子
ど
も

と
の
遊
び
に
生
か
せ
る
趣

味
・
特
技(

工
作
・
手
芸)

を

お
持
ち
の
方
。優
先
し
ま
す
。 

▼
障
害
を
持
っ
た
児
童
の
在
籍

に
よ
る
追
加
募
集
で
す
。 

障
害
児
教
育
の
経
験
が
あ
れ

ば
優
先
し
ま
す
。 

Ⅱ 

必
要
書
類 

ご
希
望
の
方
は
、 

①
履
歴
書
、
②
自
己
Ｐ
Ｒ
書 

③
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
の
紹
介
状 

④
保
育
士
資
格
証
他 

を
ご
持
参
下
さ
い
。 

履
歴
書
は
自
筆
。
自
己
Ｐ
Ｒ

書
は
、
原
稿
用
紙
１
枚
程
度

と
し
ま
す
。 

 

書
類
持
参
時
の
事
務
局
面
接

と
、
勤
務
先
訪
問
で
、
即
決

の
予
定
で
す
。 

▼ 

そ 

の 

他 

概
ね
６
０
歳
未
満
を
対
象
と

し
、
雇
用
期
間
は
原
則
３
月

迄
で
す
。(

再
任
あ
り) 

▼
詳
細
は
５
３
―
３
４
２
２
迄 

    

―
し
ゃ
べ
っ
て
、
ぐ
ち
っ

て
、
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
―  

《
高
齢
者
・
障
が
い
児(

者)

等

介
護
者
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
事

業
》
の
ご
案
内 

 

20
回
目
と
な
る
今
回
の
『
介

護
者
の
集
い
』
は
、
次
の
と
お 

り
「
宿
泊
」
で
の
実
施
を
計
画 

し
て
お
り
ま
す
が
、
宿
泊
費
の 

一
部
は
本
人
負
担
を
予
定
し
て 

お
り
ま
す
。
ご
了
承
下
さ
い
。 

▼ 

日 

時 

Ｈ
23
年
９
月
13
日
(火)
〜 

14
日
(水)
１
泊
２
日 

▼ 

目
的
地(

主
会
場) 

 
 

不
老
ふ
死
温
泉(

深
浦
町) 

▼ 

日 

程
（
予
定
） 

※
１
日
目 

９
月
13
日(

火) 

10
：
30
集
合
・
受
付
・
出
発 

    

三
沢
市
社
会
福
祉
協
議
会
は

昭
和
37
年
６
月
に
法
人
認
可

を
受
け
、
同
年
７
月
27
日
の
設

立
登
記
を
経
て
、
今
年
で
49
年

目
を
迎
え
る
こ
と
か
ら
、
来
た

る
Ｈ
24
年
の
法
人
化
50
周
年

に
向
け
、
様
々
な
事
業
を
企
画 

 
 

 総
合
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー 

12
：
00 

昼
食
予
定(

青
森) 

15
：
00 

目
的
地
到
着
予
定 

み
ん
な
で
し
ゃ
べ
っ
て
、
温 

泉
入
っ
て
…
ゆ
っ
く
り
と 

18
：
00 

夕 

食 

21
：
00 

就 

寝 

※
２
日
目 

９
月
14
日(

水) 

7
：
30 

朝 

食 

9
：
00 

温
泉
出
発 

11
：
30 

ワ
ラ
ッ
セ
見
学 

15
：
30 

福
祉
セ
ン
タ
ー
到
着 

▼ 

募
集
人
数 

20
名 

▼ 

参 
加 

費 
４
、
０
０
０
円 

他
に
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
ィ
利
用 

に
か
か
る
経
費
は
、
各
自
で 

お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

い
た
し
て
お
り
ま
す
が
、
合
わ 

せ
て
50
年
の
歴
史
を
振
り
返 

り
、『
50
周
年
記
念
誌
』
の
発 

行
準
備
を
進
め
ま
す
。 

 

そ
こ
で
、
こ
の
間
の
「
貴
重 

な
写
真
・
思
い
出
話
し
・
記
録
」 

等
な
ん
で
も
結
構
で
す
。
本
会 

に
お
寄
せ
頂
け
れ
ば
幸
い
で
す 

※
連
絡
先 

５
３
―
３
４
２
２ 

 

▼ 

参
加
対
象 

 

現
在
、
家
庭
に
お
い
て
寝
た 

き
り
高
齢
者
等
、
認
知
症
高
齢

者
、
障
が
い
児(

者)

等
を
介
護

し
て
い
る
方
。 

▼ 

申
込
期
間
と
方
法 

 

９
月
３
日(

開
催
日
10
日
前) 

ま
で
に
、
相
談
員
等
の
関
係
者 

か
、
本
会
に
ご
連
絡
下
さ
い
。 

※
連
絡
先 

５
３
―
３
４
２
２ 

             

                                 

 
 

こ
れ
か
ら
の

法
律
相
談
日 

7
月
12
日
（
火
）

8
月
16
日
（
火
）

9
月
13
日
（
火
）

10
月
18
日
（
火
）

11
月
8
日
（
火
）

※
相
談
は
要
予
約
で
、
相
談

日
の
翌
日
か
ら
受
付 

※
時
間
は
、
午
後
１
時
か
ら 

４
時
迄
で
、
１
人
３
０
分
、

１
日
６
人
迄
で
す
。 

※
予
約
℡
５
２
―
３
２
７
０ 


